
ＶＯＣ排出濃度実測調査について 

 

１ 調査の目的 

  大気汚染防止法の一部改正に伴い、規制対象となる具体的施設及び施設

標とその数値、排出基準等の政令・省令の内容を決めるため、幅広い施設

ＶＯＣ実測データ及び施設に関する諸情報を入手する。 

 

２ 調査対象施設 

  ＶＯＣを排出している以下の６類型１０施設から合計約５００施設。施

設の主な例は別紙の通り。施設類型及び業種毎にＶＯＣ排出量を目安とし

して調査を行う。 

   （１）①塗装施設     ②塗装後の乾燥・焼付施設

  （２）③化学製品製造における乾燥施設   

  （３）④工業用洗浄施設     ⑤洗浄後の乾燥施設  

  （４）⑥印刷施設     ⑦印刷後の乾燥・焼付施設

  （５）⑧ＶＯＣ貯蔵施設 

  （６）⑨接着剤使用施設    ⑩接着剤使用後の乾燥・焼

 

３ 調査内容  

（１）調査項目 

 ・ＶＯＣ濃度（処理装置の前後での濃度測定、複数の排出口での濃度

  ・排出ガス量 

 ・排出ガス温度 

 ・水分量 

（注）ＶＯＣ排出濃度は水素炎イオン化検出器（ＦＩＤ）を用いて

 

（２）その他関連調査 

 事業所・対象施設ごとのＶＯＣ排出量や事業所に設置された対象施設の規

施設の排出口からの排出濃度との相関関係を得るための情報を調査対象事

るアンケート調査により入手する。 

 

４ 調査期間  平成１６年８月～１０月 

 

５ 調査対象地域 原則として関東、中部、近畿の３地域 

 

６  調査方法 

 ①事業者団体より調査に協力いただける事業所の推薦を受ける。 

 ②推薦された事業所に対してアンケート調査を実施する。 

 ③ＶＯＣ排出濃度実測調査を実施する。  

 

７ 調査に協力いただける事業所の推薦にあたっての留意事項 

 ①ＶＯＣの排出量と関連する指標で事業者が把握しやすいのは使用量と考

とから、ＶＯＣの使用量が多い施設から少ない施設までバランスよく選

②処理装置の設置や原材料転換によりＶＯＣの排出抑制対策を講じている

対象に含める。 

③排出口が多数存在する施設等、多様な排出形態がある業種においては、

な排出形態の施設がバランス良く調査対象となるようにする。 
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（別紙）ＶＯＣ排出施設類型 
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１．塗装施設及び塗装後の乾燥・焼付施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．化学製品製造における乾燥施設 

 

３．工業用洗浄施設及び洗浄後の乾燥施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．印刷施設及び印刷後の乾燥・焼付施設 

 

５．ＶＯＣ貯蔵施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．接着剤使用施設及び使用後の乾燥・焼付施設

 


